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2013 年 6 月に中間報告を公表した。今後の高性能なスーパーコンピュータの開発にはグローバルな連
携は必須である。日本は、スーパーコンピュータ「京」の開発と活用で培った技術・経験・人材を維持・
発展させるとともに、それらを活かして国際連携を優位に進めていくべきである。
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（National Aeronautics and Space Administration：
NASA）、そして運輸省といったグループと、左上
に配置された保健福祉省（Department of Health 
and Human Services：DHHS）、NSF、 農 務 省
（Department of Agriculture）等のグループに大き
く分けることができる（なお、DHHS の研究開





















































䠌5%௧୕䛴ቌ㢘 䠌 0%~5%ᮅ‮䛴ቌ㢘 䠌΅㢘
DHSED












DOD 72,916 68,291 (6.3%΅) 
DHHS 31,377 32,046 (2.1%ቌ) 
DOE 10,811 12,739 (17.8%ቌ) 
NASA 11,315 11,605 (2.6%ቌ) 
NSF 5,636 6,148 (9.1%ቌ) 
 1,254 2,682 (113.9%ቌ) 
 2,331 2,523 (8.2%ቌ) 
 481 1,374 (185.7%ቌ) 
 1,160 1,172 (1.0%ቌ) 
 820 963 (17.4%ቌ) 
 921 943 (2.3%ቌ) 
 568 560 (1.4%΅) 
 397 352 (11.3%΅) 
ࡐࡡ௙ 925 1,376 (48.8%ቌ) 
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6
究教育促進支援統合プログラム（Integrated NSF 
Support Promoting Interdisciplinary Research 
and Education - INSPIRE）」に改編された。2014
年度予算案においては 2012 年度の CREATIV の













り行われるが、トラック 2 および INSPIRE 長官
賞についてはブルーリボンパネルにより行われ
る。支援規模は、トラック 1 が最高 100 万ドルで
30 ～ 40 件を採択、トラック 2 が最高 300 万ドル
で 10 ～ 15 件を採択の予定である（いずれも期間








2012 年度当初予算額である 750 万ドルから、3 倍

























技術研究所（National Institute of Standards and 











　以下においては、行政管理予算局（Oﬃ  ce of 
Management and Budget：OMB） が 発 行 す る
2014 年度の大統領予算案に加え、科学技術政策










（Creative Research Awards for Transformative 








　同プログラムは 2013 年度にこの CREATIV プ
ログラムの継続部分を取り込み、「NSF 学際的研
3 2014年度予算案において注目される研究開発プログラム
STT137_レポート1.indd   6 13/08/12   9:30
7米国における革新的発想に対する新たな研究支援の枠組み―2014年度予算案における注目すべきプログラム等―
科 学 技 術 動 向　2013年 8月号（137号）
援する Innovation Corps Site 等のプログラムも
併せて実施されている。
（2）国立衛生研究所（NIH）
 ○ 国立トランスレーショナル科学先進センター 　
      （NCATS）5）
　国立トランスレーショナル科学先進センター
（National Center for Advancing Translational 
Sciences。以後、NCATS）は、2014 年度の予算
案 の 額 が 6 億 6570 万 ド ル で、2012 年 度 の 5 億
7430 万ドルから 16% という大幅な伸びとなって
いる。









シ ョ ナ ル 科 学 活 動（Clinical and Translational 











を実施しているが、科学局（Oﬃ  ce of Science）に
よる大学等への研究支援プログラムとは別の、
注目すべきプログラムとしてエネルギー高等研究




































育高等研究計画局（Advanced Research Projects 



















Research Project Agency: ARPA）。
　現在、DARPA は国防科学、情報イノベー
ション、マイクロシステム技術、戦略技術、戦
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と、3） 現在および未来における DARPA の堅
固で力強いミッションの遂行を確かなものと




　2014 年度予算案の額は、対 2012 年度比約




210 人で、うち 95 人がプログラムマネージャー
である。プログラムマネージャーは、企業、大













　NSF の I-Corps と NIH の NCATS はともに将来
の実用化を念頭に置いた枠組みである。ただし、
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1） Federal Funds for Research and Development: Fiscal Years 2009‒11. 2013 年 7 月 9 日：
　　http://www.nsf.gov/statistics/nsf12318/
2） OSTP: R&D Budgets. 2013 年 7 月 10 日：http://www.whitehouse.gov/administration/eop/ostp/rdbudgets
3） NSF: Integrated NSF Support Promoting Interdisciplinary Research and Education  (INSPIRE） 2013 年 7 月 10 日：
http://www.nsf.gov/funding/pgm_summ.jsp?pims_id=504852
4） NSF: I-Corps 2013 年 7 月 10 日：http://www.nsf.gov/news/special_reports/i-corps/index.jsp
5） NIH: National Center for Advancing Translational Sciences 2013 年 7 月 10 日：http://www.ncats.nih.gov/
6） DOE: Advanced Research Projects Agency-Energy (ARPA-E） 2013 年 7 月 10 日：http://arpa-e.energy.gov/
7） OSTP: Director's written testimony on the 2014 R&D Budget 2013 年 7 月 10 日：http://science.house.gov/sites/
republicans.science.house.gov/ﬁ les/documents/HHRG-113-SY-WState-JHoldren-20130417.pdf
8） Department of Education: ARPA-ED 2013 年 7 月 10 日：http://www.ed.gov/technology/arpa-ed
9） Defense Advanced Research Projects Agency 2013 年 7 月 10 日：http://www.darpa.mil/
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世界のスーパーコンピュータの動向








　科学技術動向（2011 年 9・10 月号）1）（以下、前回
とする）に、世界のスーパーコンピュータの動向を
述べた。そこでは、導入国が国際的に広がっている

















































　図表 2に第 41 回 TOP500 リスト中における各
システムの LINPACK性能の分布を示す。縦軸に
LINPACK性能、横軸に 1 ～ 500 位までの順位を
示している。
　今 回 のTOP500 リ ス ト で は 26 位 ま で が
1PetaFLOPS 以上の LINPACK性能値を出してい
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図表 2　システムの性能分布















の米国Texas Adavanced Computing Center（TACC）
の Stampede に は Intel Corporation（ 以 下、Intel
社）製のメニーコアコプロセッサ（名称：Xeon 
Phi）が多用されている。第 2 位の米国のオークリッ










り、第 1位は 6か月前のリストの第 1位との比で
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　図表 3 に、今回の TOP500 リストに掲載され













　ま た、20 1 1 年








で あ っ た が、 今
回のリストでは
システム単体で















　中 国 は、2010 年 11 月 の TOP500 で Tianhe-
1A システムが第 1 位に躍り出て世界を驚かせた
が、半年後のリストで日本の京コンピュータに
費目標を最大で 20MWまでとした動きがあるが1）、
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3‒3‒1　欧州におけるエクサスケールに向けた
　　　　取り組み
　欧 州 で はEUフ ァ ン ド のEuropean Exascale 
Software Initiative2（EESI2）6）と 3 つの実行プロ
ジェクト（MontBlanc、DEEP、CRESTA）が並行
して進行している。






150 人の専門家の参加により実施され、2011 年 10
月に Final Conference を開催し、ビジョンとリコ
メンデーションを示している。EESI2 は、2012 年







り、その概要を図表 4に示す。2013 年 6 月時点
では、ハードウェア開発のプロジェクトである
MontBlanc と DEEP は共にプロトタイプの作成段
階にあり、着々と進展している様子がうかがえる。
第 1 位を譲り渡した経緯がある。今回、第 1 位
に返り咲いた Tianhe-2 は中国の国防科学技術大
学（NUDT）が設計し、米国 Intel 社と中国企業
の Inspur Group Co.,Ltd の協働で開発されたシ
ステムである。プロセッサおよびメニーコアのコ
プロセッサである Xeon Phi は共に Intel 社製で
ある。中国は、かねてより 100PetaFLOPS のシ
ステムを 2015 年までに 2 システム開発すると公
表していた。今回、性能は約半分（ピーク性能で
54.9PetaFLOPS）ではあるが予定より 2 年も早い









ている EUROTECH 社が開発した 2 システムが、
前記した GREEN500 で第 1 位と 2 位を獲得して
いる。LINPACK 性能は、110.5TeraFLOPS（第





　ロシアの企業である RSC Group は、エネルギー
とコスト効率に優れたシステムアーキテクチャ
の RSC Tornado を提供している。驚異的なの
は、その電力効率の良さで、PUE 1.06（PUE と
は Power Usage Eﬀ ectiveness の略で、データセ
ンター全体の消費電力をサーバーなどの IT 機器
の消費電力で割った値）を達成とある。Intel 社
の Xeon Phi を使用した 10PetaFLOPS のシステ
ムに向けたプロトタイプを既に開発している。ロ




　イ ン ド で は、 政 府 系 の 研 究 機 関 で あ る
C-DAC（Centre for Development of Advanced 
Computing）が 1990 年以降スーパーコンピュー
タを開発している。最新 TOP500 リストでは、









韓 国 で は National Supercomputing Promotion 





















クトは、2013 年 3 月をもって終了しており、その後、



















年 11 月から毎年 6月と 11 月に発表されている。
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トウェア自動チューニング─」科学技術動向、No.104、2009 年 11 月号
4）　GREEN500：http://www.green500.org/
5）　SanJay Wandhe、HPC in India, ISC’13,2013 年 6 月
6）　EESI：http://www.eesi-project.eu/pages/menu/homepage.php
7）　IESP：http://www.exascale.org/iesp/Main_Page
8）　Workshop on International Cooperation on System Software for Trans-Petascale、ISC’13、2013 年 6 月
9）　野村稔、「コンピュータシステムの性能指標の変化―ビッグデータ処理システムの性能ランキングリスト作成の動き―」
科学技術動向、No.135、2013 年 5・6月号
10）  Jack Dongarra、TOWARD A NEW (ANOTHER) METRIC FOR RANKING HIGH PERFORMANCE COMPUTING 
SYSTEMS, ISC’13, 2013 年 6 月
























































































































Freeform Fabrication Symposium お よ び 英 国・
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　オランダ応用研究機構（Netherlands Organization 












　また、欧州諸国では、The European Collaboration 































































　・fablab1.0 computers make machines：
̶3D プリンタやカッティングマシンで材料を
　切り出して組み立てて機械をつくる。




　・fablab3.0 code makes materials：
̶物質に「コード（情報、形状）」が埋め込まれ
　るようになる。








2013 年 8 月に、初めて日本（横浜）において、「パー
ソナル・ファブリケーション～新たなるルネサン
スを迎えて」のテーマで開催される。30）日本からは、


































　ファブラボは現在、MIT の The Center for Bits 
and Atoms が中心となって活動しており、2013 年
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4）　小林広美、「3D プリンターの種類と応用分野」、（3D プリンターシンポジウム、2013.7.31 東京）
5）　Fab@Home；http://www.fabathome.org/
6）　RepRap；http://reprap.org/wiki/Main_Page




11）  SPAR Point Group；http://www.sparpointgroup.com/News/Vol11No23ge/
12）  Stratasys；http://jp.objet.com/Industries/Hearing_Aid/
13）  三井化学；http://jp.mitsuichem.com/release/2013/2013_0621.htm
14）  3D WAVE；http://3dwave.net/?p=405
15）  Solid freeform fabrication symposium；http://utwired.engr.utexas.edu/lﬀ /symposium/
16）  Additive Manufacturing Conference；http://www.am-conference.com/
17）  新田浩之、「新産業革命の渦中に商機を」、ジェトロセンサー、2013 年 5 月号；
http://www.jetro.go.jp/jﬁ le/report/07001351/jp_word_industrial_revolution.pdf
18）  National Additive Manufacturing Innovation Institute（NAMII）；National Additive Manufacturing Innovation 
Institute HP；http://namii.org/
19）  National Network for Manufacturing Innovation: A Preliminary Design；
http://www.manufacturing.gov/docs/nnmi_prelim_design.pdf
20）  White House；http://www.whitehouse.gov/the-press-oﬃ  ce/2013/05/09/obama-administration-launches-competition-
three-new-manufacturing-innova （2013.5.9）
21）  The Manufacturing Technology Centre （MTC）, High Value Manufacturing Catapult；
http://hvmcatapult.com/our-centres/manufacturing-technology-centre
22）  Fraunhofer Additive Manufacturing Alliance；
http://www.fraunhofer.de/en/institutes-research-establishments/groups-alliances/additive-manufacturing-alliance.html
23）  The Direct Manufacturing Research Center（DMRC）, University Paderborn；
http://dmrc.uni-paderborn.de/en/
24）  オランダ TNO 応用科学研究機構；http://home.att.ne.jp/yellow/tnojapan/
25）  Materialise；http://www.materialise.com/
26）  Strategic Research Agenda（SRA）2013 for Additive Manufacturing；
http://www.rm-platform.com/linkdoc/AM%20SRA%20Consultation%20Document.pdf
27）  経済産業省；http://www.meti.go.jp/information/publicoﬀ er/kobo/k130410001.html
28）  Fab Central, The Center for Bits and Atoms, MIT；http://fab.cba.mit.edu/
29）  Fab Lab Japan；http://fablabjapan.org/
30）  The 9th International Fab Lab Conference；http://www.fab9jp.com/
31）  Neil Gershenfeld「Fab ―パーソナルコンピュータからパーソナルファブリケーションへ」、オラリージャパン、2012
年 12 月
32）  田中浩也「FabLife デジタルファブリケーションから生まれる「つくりかたの未来」」、オラリージャパン、2012 年 6 月
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brain injury：TBI）による 2001 ～ 2009 年の 19 歳以下
の救急治療部来院推定年間件数は平均 173,285 件で、
1 位 自転車、2 位 アメリカンフットボール（アメフ
ト）、3 位 遊び場、4 位 バスケットボール、5 位 サッ
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　米国疾病対策予防センター（Centers for Disease 
Control and Prevention：CDC）の国立労働安全衛
生研究所は 2013 年 1 月、NFL 選手の脳神経系疾
患についての要約報告を発表した 10）。1959‒1988年
の間に 5 シーズン以上プレーした全選手 3,439 名
のうち、2007 年時点で 90% は生存しており（大




（Alzheimer's disease：AD）で 4 倍であった。
　また、ボストン大学の研究者らは 2012 年 12 月、
繰り返しの脳震とう既往歴のある 85 名の死亡者（男
性 84 名、14‒98 歳、平均 54.1 歳）の脳を調べた結







































　NFL は 2013 年 3 月、MRI を開発する会社とス
ポーツ用具会社とともに、脳震とうの画像診断の改
善に焦点をあてた研究プログラム『Head Health イ
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　また NFL は 2012 年、スポーツ関連頭部損傷研究
のために、NIH に 3,000 万ドルを寄付することにし




に 7‒8 億ドルを TBI 研究に投入した16）。NFL は、
より良いヘルメットの開発に向けて、米軍等と協力
している17）。さらに、NFL とは別に、NFL 選手会





るために、AAN は 2013 年 3 月、スポーツ脳震と
うの評価と管理についての 1997 年のガイドライン
を改訂した 6）。1955 年から 2012 年 6 月までの文献
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年間に 118 件発生［中学校 40 件、高校 78 件］し、
その内訳は下の通りである。
 • 中学校、高校のいずれも、1 年生すなわち初心
者で事故が多発［中学校 52.5%、高校 65.4%］。


























発表した 18）。ワシントン州で 2009 年に通過した法
律を模範として支持し、次の要素を含めることを推
奨する（追加推奨事項は補足ファイル参照）。ちな















　2012 年 11 月に開催された第 4 回スポーツ脳震と
う国際会議での審議に基づく合意声明が、2013 年




○推 奨 診 断 ツ ー ル：SCAT3（Sports Concussion 
Assessment Tool 第 3 版）注 2）を推奨する。5‒12
歳の診断には子ども用 SCAT3、非専門家向けに
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　ニューヨーク・タイムズ紙は 2013 年 4 月、我が
国の学校柔道事故問題を取り上げた28）。そこで言
及された、植物昏迷状態となった高校生に関する







容されなくなりつつある（2013 年 7 月の控訴審判
















図表 3　中学校、高校の主要部活動における死亡率（10 万人当たり）：上位 5競技
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の「センチネル（Sentinel 1 ～ Sentinel 5）」衛星や
　EUのサイトにある「EuroGEOSS」のWeb site1）の
冒頭には、「Welcome to EuroGEOSS, the European 











































































































































































① APAAT：African Protected Areas Assessment Tool
② BRGM：Bureau de Recherches Géologiques et Minières
③ DIAS：Data Integration and Analysis System
④ DOPA：Digital Observatory for Protected Areas
⑤ GEO：Group on Earth Observations
⑥ GEOSS：Global Earth Observation System of Systems
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